
【選手宣誓】盛岡地本チーム

【優勝】盛岡地本チーム

国 労 東 日 本2020年1月31日 No.827

国労東日本本部は１月12日、第24回マラソン大会を皇居外周において開催
しました。当初は昨年11月の開催予定が皇居行事のため１月に延期され、東
京地本との合同開催で行われ、若手から年配の方まで、幅広い年齢層のラン
ナーがすばらしい走りを披露しました。

個人５キロマラソンは、佐々木選手(盛岡)が優勝を飾り、７チームのエン
トリーで競われた駅伝レースでは、盛岡地本チームが昨年に続いて優勝を勝
ち取り、Ｖ２としました。

今号は、第24回東日本本部・東京地方本部新春マラソン大会、神奈川地区
本部・横浜電力技術センター分会加入歓迎会、東日本本部・東京地本新春団
結旗開き、仙台地本活動家交流集会の報告とします。

西尾競技審判長

（走友会）

個人優勝は佐々木選手（盛岡）、駅伝は盛岡地本チームが連覇を達成！

今大会も、東京走友会、ＮＲＵハムクラブのご

協力で無事終了しました。紙面を借りて御礼を申

し上げます。

※詳細な記録については、東日本本部ＨＰに掲載

をしています。

１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　

国
労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

　
　
　

が
ん
ば
ろ
う
！

第　　　回第　　　回２４２４ 国労東日国労東日国労東日本・本・本・東京地方本部東京地方本部東京地方本部国労東日本・東京地方本部

新春マラソン大会開催新春マラソン大会開催新春マラソン大会開催新春マラソン大会開催

個人５km マラソン成績

１位 18分34秒

18分54秒

19分58秒

20分07秒

20分10秒

21分44秒

佐々木裕太

小山　眞樹

鈴木　博文

松浦　　功

名雪　勝男

大森　良明

  北上保線技術センター 

  熱海駅

  蒲田駅

  横須賀駅

  習志野運輸区

  東京電力技術センター

神奈川

盛岡

新橋

神奈川

千葉

大宮

２位

３位

４位

５位

６位

駅伝マラソン成績

１位　　盛岡地本チーム　　　　１時間１７分１０秒
（佐藤賢哉・吉田雅美・黒井恒夫・佐々木裕太・菊池翔一・沢田直斗）

２位　　国労長野Ａチーム　　　１時間２２分４５秒
（徳武雄一・小林將巳・平林芳一・平塚慎也・柳原昭治・傳田光弘）

３位　　かながわＡチーム　　　１時間２４分５６秒
（松浦 功・福谷忠明・小山眞樹・田中勝次・蒲生 傳・鈴木博文）

駅伝 ・区間賞

１区（ 5 ㎞）盛岡地本チーム　　　佐藤　賢哉　16 分 45 秒

６区（ 5 ㎞）盛岡地本チーム　　　沢田　直斗　19 分 13 秒

２区（2.5 ㎞）国労長野Ａチーム　　小林　將巳　 9 分 11 秒

３区（2.5 ㎞）かながわＡチーム　　小山　眞樹　 9 分 38 秒

４区（2.5 ㎞）盛岡地本チーム　　　佐々木裕太　 9 分 6 秒

５区（2.5 ㎞）国労長野Ａチーム　　柳原　昭治　10 分 54 秒
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神
奈
川
地
区
本
部

横
浜
電
力
技
セ
分
会

神
奈
川
地
区
本
部
横
浜
電
力
技

術
セ
ン
タ
ー
分
会
は
、
昨
年
一

二
月
一
九
日
に
、
桜
木
町
に
お

い
て
、
一
一
月
一
日
付
け
で
国

労
加
入
し
た
辻
嘉
之
さ
ん
の
歓

迎
会
を
行
っ
た
。
分
会
や
地
区

本
部
か
ら
多
く
の
仲
間
が
か
け

つ
け
た
。

歓
迎
会
は
橋
本
分
会
書
記
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
最
初
に
小

澤
分
会
長
か
ら
「
国
労
加
入
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
拡
大
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

挨
拶
を
す
る
と
と
も
に
乾
杯
の

音
頭
で
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
地
本
・
佐
藤

教
宣
部
長
か
ら
、
加
入
し
た
辻

さ
ん
と
分
会
の
み
な
さ
ん
に
向

け
て
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら

れ
「
東
京
地
本
で
は
組
織
拡
大

表
彰
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
表

彰
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
さ
ら

に
拡
大
を
お
願
い
す
る
」
と
あ

い
さ
つ
の
後
、
国
労
バ
ッ
チ
・

組
合
員
証
・
国
労
手
帳
が
贈
呈

さ
れ
た
。

続
い
て
神
奈
川
地
区
本
部
・

長
瀬
委
員
長
か
ら
「
昨
年
の
大

会
か
ら
今
年
の
大
会
ま
で
九
名

の
拡
大
、
全
国
的
に
先
進
的
で

あ
る
。
分
会
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
。
国
労
に
加
入
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
旗
開
き
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
ほ
か
、

か
け
つ
け
た
多
く
の
仲
間
か
ら

次
々
と
歓
迎
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
後
、

加
入
し
た
辻
さ
ん
か
ら
「
ず
っ

と
国
労
の
人
た
ち
と
仲
良
く
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
他
労

組
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
に

入
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

声
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
後
橋
本
さ
ん
と
話
を
し
て
、

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
。
ま
ず
自
分
が
入
っ

て
み
よ
う
と
決
め
て
、
こ
れ

か
ら
続
い
て
く
れ
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
た
。

最
後
に
全
体
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
楽
し
い
歓
迎
会
が

終
了
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
東
京

地
方
本
部
と
共
催
で
二
〇
二
〇

年
新
春
団
結
旗
開
き
を
一
月
八

日
に
日
暮
里
で
開
催
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
東
京
地

本
・
鎌
田
委
員
長
は
安
倍
反
動

政
権
の
動
き
に
ふ
れ
、
「
大
衆

行
動
に
結
集
し
、
政
治
闘
争
の

強
化
で
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る

年
に
し
た
い
」
、
ま
た
最
大
の

課
題
で
あ
る
組
織
強
化
拡
大
に

つ
い
て
、
「
現
職
組
合
員
と
再

雇
用
組
合
員
が
今
年
に
は
逆
転

す
る
。
し
っ
か
り
と
組
織
拡
大

の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
、
改

め
て
確
認
と
意
思
統
一
を
し
な

が
ら
積
極
的
に
展
開
し
て
い
こ

う
」
な
ど
の
訴
え
を
行
っ
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
・
大

沼
委
員
長
が
乾
杯
の
発
声
を

行
っ
た
あ
と
、
東
京
交
運
労

協
・
高
橋
議
長
、
東
京
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
・
座
光
寺
議

長
、
東
京
全
労
協
・
寺
嶋
事

務
局
長
、
都
労
連
・
和
田
議

長
を
は
じ
め
、
東
京
地
評
、

弁
護
団
、
議
員
団
、
退
職
者

会
、
ろ
う
き
ん
、
国
労
会
館
、

交
運
共
済
な
ど
一
緒
に
こ
の

一
年
と
も
に
闘
う
仲
間
の
あ

い
さ
つ
が
続
き
、
団
結
と
労

働
条
件
改
善
、
組
織
拡
大
な

ど
、
多
く
の
諸
課
題
を
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

組
織
拡
大
へ
団
結
固
め
る

国
労
仙
台
地
方
本
部
は
一
月

一
一
日(

土)

、
仙
台
市
内
「
ホ

テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
、

二
〇
二
〇
年
春
闘
勝
利
活
動
家

交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

前
段
に
は
労
働
講
座
が
行
わ

れ
、
東
日
本
本
部
・
渡
辺
副
委

員
長
か
ら
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
安
倍
暴
走
政
権
を
終
わ
ら

せ
、
二
〇
春
闘
で
は
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
り
、
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
ろ
う
」
と
情
勢
報
告

が
さ
れ
た
。

交
流
集
会
で
は
小
檜
山
委
員

長
か
ら
、
二
〇
春
闘
情
勢
、
組

織
拡
大
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労

働
条
件
改
善
な
ど
を
力
強
く
訴

え
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

職
場
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
、

地
方
本
部
と
地
本
組
織
部
か
ら

の
提
起
が
さ
れ
た
後
、
全
体
討

論
で
は
一
四
名
か
ら
発
言
が
あ

り
、
組
織
拡
大
で
の
取
り
組
み

(
福
島
県
支
部)

、
ワ
ン
マ
ン
運

転
実
施
に
伴
う
問
題(

福
島
県
支

部)

、
エ
ル
ダ
ー
社
員
で
の
諸
問

題(

宮
城
県
支
部)

、
社
員
代
表

者
選
挙
の
取
り
組
み(

仙
総
支

部)

、
Ｊ
Ｒ
共
済
で
の
無
利
子

貸
付
制
度
改
善(

自
動
車
支
部)

、

駅
の
無
人
化
と
券
売
機
撤
去
で

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
問
題(

宮
城

県
支
部)

、
庁
舎
改
善
の
取
り

組
み(

山
形
県
支

部)

な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

丸
谷
業
務
部

長
と
武
田
組
織

部
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
後
に
、

原
子
書
記
長
か

ら
集
約
が
さ
れ
、

最
後
に
、
小
檜

山
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う

で
閉
会
し
た
。

そ
の
後
、
引

き
続
き
二
〇
二

〇
年
仙
台
地
本

旗
開
き
を
開
催

し
、
交
流
を
深

め
あ
っ
た
。

仙
台
地
方
本
部

加
入
歓
迎
会
開
催

活
動
家
交
流
集
会
開
催




